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高岡市長

角田　悠紀

高岡市教育委員会
教育長

近藤　智久

　高岡市立西条小学校の閉校に当たり、一言ご挨拶
を申し上げます。
　西条小学校は、その前身である「射水郡横田村横
田小学校（第１２中学６番小学校）」として、明治
７年に開校されました。
　校区には、高岡鋳物発祥の地であり、重要伝統的
建造物群保存地区の選定を受けた「金屋町」があ
り、毎年６月には「御印祭」が開催され、前夜祭に
は「弥栄節町流し」が行われております。また、本
市の伝統産業である銅器やアルミ産業、製造業等が
盛んで、藩政期以来の長い歴史の中で受け継がれて
きた「ものづくりの技と心」が、今なお脈々と受け
継がれており、古くから本市の発展を支えた地域で
あります。
　西条小学校は、歴代校長先生をはじめ、教職員、
保護者の皆様の並々ならぬご努力はもとより、地域
の皆様の長年にわたる温かいご支援のもと、輝かし
い歴史と伝統を築き上げ、本市のみならず、全国各
地に有為な人材を輩出してこられました。関係の皆
様方の一方ならぬご尽力に対し、深く敬意と感謝の
意を表する次第です。
　さて、教育の目的である知徳体のバランスがとれ
た人間形成には、様々な個性を有する子どもたちが
互いの考えを交流したり、ときには競い合ったりす
る中で共に成長できる環境づくりが必要となりま
す。西条地区の皆様におかれましては、未来を担う
子どもたちのことを第一に考え、再編統合について
ご理解を賜りますとともに、よりよい教育環境を創
るために熱心な議論を重ねていただきました。西条
小学校は閉校しますが、これまで築き上げられた校
風と伝統は、新しく誕生する高岡西部小学校に、連
綿と受け継がれていくことと確信しております。
　終わりに、これまでお寄せいただきました温かい
ご支援ご協力に改めて感謝申し上げますとともに、
西条地区の益々のご繁栄を心から祈念いたしまし
て、ご挨拶といたします。

　西条小学校は、明治７年、射水郡横田村浄源
寺を仮校舎に開校されてから幾多の変遷を経
て、今日まで１４９年の長い歴史を刻んでこら
れました。この間、１万２千余名の卒業生がこ
の学び舎を巣立ち、国内外の様々な分野で活躍
され、地域の発展に貢献しておられます。
　西条地区には、重要伝統的建造物群保存地区
に指定された高岡鋳物の発祥地である「金屋
町」があり、現在も千本格子と呼ばれるさまの
こが特徴的な町家が残り、高岡らしい情緒ある
風情を醸し出しています。このほかにも、歴
史・文化資産やものづくりの伝統が息づいてお
り、歴史都市・高岡を代表する地区でありま
す。
　このような地域の特色を生かし、西条小学校
では、学校教育目標「ふるさとへの愛着と誇り
をもち、未来を創造する子供の育成」のもと、
全校児童による「弥栄節踊り」の伝承や「御印
祭前夜祭町流し」への参加、また、ものづく
り・デザイン科では、校区在住の職人さんから
直接指導を受け、工房で鋳込み体験を行うな
ど、地域の資源を生かした体験的な教育活動を
展開してこられました。
　これら数々の実践と成果は、歴代の校長先生
や教職員の方々、保護者をはじめ関係の皆様の
長きに渡るご尽力の賜であり、深く敬意を表す
る次第であります。豊かな関わりを通して心と
体を磨き上げ、互いを尊重し、助け合いながら
力強く歩んできた西条の子どもたちの精神は、
高岡西部小学校に引き継がれ、輝かしい発展を
遂げていくものと確信しています。
　結びに、長年にわたり賜りましたご高配に、
心から感謝申し上げますとともに、西条地区の
皆様のますますのご隆盛並びに関係各位のご活
躍を祈念いたしまして、ご挨拶といたします。

西条校下連合自治会
会長

藤田　晴久

西条小学校同窓会
会長

串田　幹夫

～閉校に寄せて～

　西条小学校閉校記念誌発刊にあたり一言ご挨
拶申し上げます。
　西条小学校は、明治７年５月１日（西暦１８
７４年）射水郡横田村の「横田小学校」として
創校、その後、学校名や立地場所、校舎の改築
など幾多の変遷を経て、昭和２２年に『西条小
学校』となり今日を迎えております。今年度で
創立１４９年目を迎える長い歴史と伝統ある小
学校です。（『西条のあゆみ』昭和５７年西条
小学校百周年記念事業協賛会発行　参照）
　地域にお住まいの多くの方がこの学び舎を巣
立って行かれたことと存じます。数多くの卒業
生の中には、富山県や日本、あるいは世界の
様々な分野で活躍されている方もおられると思
います。
　小学校は人生で初めて本格的な教育を受ける
場であり、親しい友達との出会いもあるなど忘
れがたい思い出の場でもあります。児童の皆さ
ん、地域の皆様には、学校生活での数々の思い
出が沢山あると思います。閉校を迎えることは
残念と思う人もあるでしょう。西条小学校の長
い歴史を思うと感慨深いものがあります。
　４月には横田・西条・川原の３小学校が統合
し新たに高岡西部小学校としてスタートいたし
ますが、時代の変化に的確に対応していると思
えば、明るい未来に繋がるものと思います。
　地域に住まいする私達は、西条小学校閉校の
歴史の証人として、統合して良かったと語り継
ぐことが出来るような地域活動に取り組むこと
を決意し、閉校に寄せることばといたします。

　高岡市立西条小学校の閉校にあたり、これま
でご支援いただいた皆様に対し、同窓会を代表
して心から感謝申し上げます。
　私が同窓会会長をお引き受けしてから１０年
近くになりますが、その間たくさんの１年生が
入学し、大勢の卒業生を見送ってきました。西
条小学校の同窓会の会員は今年の６年生が同窓
会に入会されて、１２,０００人を超えることが
分かりました。
　今年の３月で西条小学校は１４９年の永い歴
史に幕を下ろし、4月から高岡市立高岡西部小学
校になるわけですが、今年の６年生（４５人）
は、西条小学校での最後の卒業生となり、最後
の同窓会の会員となりました。今年の６年生は
少しさみしい反面、自分たちは西条小学校の最
後の卒業生として、すごく思い出の深い卒業式
になったことでしょう。
　また、在校生である１年生から５年生の皆さん
は、横田・川原の各小学校が統合され、４月から
高岡西部小学校に通うことになります。そして
１年後には、今の５年生が卒業するときは、自
分たちが高岡西部小学校の最初の卒業生とし
て、また高岡西部小学校同窓会の最初の会員と
なります。
　新しく高岡市立高岡西部小学校ができること
に、とてもワクワクしていますし、そんな節目
の時代に私たちが関わっていることに、とても
感動しています。
　高岡西部小学校がすばらしい小学校になる様
に、また同校の同窓会に対しお手伝いしていけ
ればと思っています。
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校　長

津田　　久
PTA会長

利木　　晶

ふるさとへの愛着と
誇りをもって

歴史と伝統の継承
～新たな歴史の始まり～

　本校は、明治７年、横田村浄源寺を仮校舎に開校さ
れてから１４９年、幾多の変遷を経て、令和６年３月を
もって閉校します。
　本校の校区には、高岡鋳物発祥の地であり、重要
伝統的建造物群保存地区の選定も受けた金屋町があ
ります。また、校歌の一節には「農工商の花さいて」と謳
われており、校区は、本市の伝統産業である銅器やア
ルミ産業等の盛んな地域、国道沿いを中心とした商業
地域、さらには農業が盛んな田園地帯が併存していま
す。このように、歴史や伝統、文化、産業、そして、それを
支える人 な々ど、魅力にあふれた地域です。
　本校では、このような校区の特色ある資源を生かし、
ふるさとを学びのフィールドとして、自分の足で歩き、実
際に見たり聞いたり、触れ合ったり体験したりする教育
活動に力を入れて取り組んできました。生活科での「ま
ちたんけん」、社会科や総合的な学習の時間での「地
域学習」、ものづくり・デザイン科での「鋳物の風鈴づく
り」、さらには、「弥栄節踊りの伝承」など、様 な々活動
を通して、ふるさとへの愛着と誇りを育んできました。こ
のような充実した活動が実現できたのも、地域の皆様
や保護者の皆様のご理解とご協力のお陰と感謝の気
持ちでいっぱいです。
　４月には、横田小学校、川原小学校と統合し、高岡
西部小学校が開校します。自分たちが住む地域への
愛着と誇りは、他の地域を尊重する心にもつながりま
す。新たな学校づくりは新たな地域づくりでもあります。
子供たちには、ふるさとへの愛着と誇りを一段ともっ
て、誰もが幸せに暮らせる未来のふるさとづくりの担い
手として大いに活躍してくれることを期待しています。
　終わりになりましたが、これまで西条小学校を支えて
いただきました皆様方に改めて感謝申し上げ、閉校に
あたってのご挨拶とさせていただきます。

　この記念誌をご覧の皆様にとって西条小学校
とはどんな学校だったでしょうか？私は、閉校
を迎えるこの年にPTA会長を務めたことで、子
供の時に在校生として感じた「温かい地域に支
えられた温かい学校」というイメージが、より
確信的なものへと変わりました。これほどまで
に地域に愛され、地域と共に成長してきた学校
は、ひと握りだと思っています。１４９年もの
長きにわたり愛されてきた西条小学校が閉校を
迎えるという事は、淋しさと共に残念さを感じ
る方が多いのは事実でしょう。
　しかしながら、この西条校区には新たに統合
された高岡西部小学校が誕生し、横田小学校、
川原小学校の児童たちと共に、次の歴史を刻み
始めます。たくさんの希望に満ちた児童たちが
溢れ、より活発で活気のある学校が誕生するこ
とは間違いありません。子供たちは統合した新
しい小学校でより明るく楽しい、そして充実し
た学校生活を送ることができるでしょう。
　「農工商の花さいて」これは校歌の一節です
が、この校区は歴史と文化、農業、工業、商業
のすべてが花開く、他にはない特別な校区でも
あります。次の時代を担う子供たちが新しい環
境でより一層成長し、この地域と小学校が共に
発達していくことを願っています。
　最後に、歴代ＰＴＡ、教職員の皆さんをはじ
め、児童たちをこれまでずっと見守り続けてくだ
さった地域の皆様に対し厚く御礼を申し上げる
とともに、新たにスタートする高岡西部小学校の
児童たちに更なるご厚情を賜ります事をお願い
申し上げます。
　ありがとう　西条小学校
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２４
２８
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   ５７
   ５８
   

   ６０
      
６１

   ６２
   ６３

平成  ２

３

横田小学校として浄源寺を仮校舎に開校
愛日（尋常）、横田（簡易）、尚徳（高等）に分離
愛日小学校を宗泉寺へ簡易小学校を長楽寺へ移転
宗泉寺金堂焼失により堀二作宅へ移転
横田西条組合小学校と改称
校舎新築（現在地）
校章、校歌制定

射水郡横田西条尋常高等小学校と改称
運動場拡張

高岡市へ編入
横田西条尋常小学校となる
高等科併設、横田西条尋常高等小学校となる
国民学校令公布により西条国民学校と改称
高岡市立西条小学校と改称
前校舎増改築
創立５０周年記念式典挙行（現在地設置より）
後校舎増改築、（校旗樹立・新校歌制定）
創立８０周年記念式典挙行
放送室を新設
給食室改築
地下道完成・プール完成
校内テレビ放送施設設置
特別、普通5教室増築
創立９０周年記念式典挙行
統計教育研究発表会
校舎増改築第１期工事完了
校舎増改築第２期工事完了
校舎増改築第３期工事完了、完工式
創立１００周年記念式典挙行
学校給食研究発表会
学校給食優良学校文部大臣表彰
市ボランティア活動事業協力校
富山県よい歯のモデル校表彰
全日本よい歯の学校優良校表彰
県西部小教研算数科研究発表
運動場拡張工事完了・相撲場新設

高岡市学校給食研究委託
体育館床張り替え工事
県よい歯の学校表彰
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  ２５
  ２６
  ２７

２８
　２９
３０

令和  ２
    ３
５

N I E研究発表会
全国小中学校環境教育賞優秀賞受賞
創立１２０周年記念式典挙行
県西部小教研理科研究発表
コンピュータ室設置
グラウンド拡張（約１００坪）
県学童・生徒ボランティア活動普及事業（H１０～１２）
優良ＰＴＡ文部大臣表彰
統計教育文部大臣表彰
西条小学校少年消防クラブの青少年育成
富山県民会議表彰
グラウンド拡張・イントラネット整備
学力向上フロンティアスクール文部科学省・高岡市指定（H１５、１６）
創立１３０周年記念式典挙行
ジャングルジム設置、校旗新調
「ものづくり・デザイン科」創設に向けての研究発表会
プール移築工事完了
プール竣工式
西条しろばと交通少年団結成
心の教室相談員推進事業
第２０回大谷科学賞受賞
第４３回交通安全こども自転車富山県大会  第２位
県土美化推進功労知事表彰
県西部小教研生活科研究指定（初年度）
どろんこ広場造成
白ばとチャレンジキャンプでトライ実施
県西部小教研生活科研究指定（２年度）
体育館・旧館の耐震補強工事
道路美化清掃国土交通大臣表彰
本館の耐震補強工事
創立１４０周年記念式典挙行
体育館の天井板改修工事
土曜学習推進事業モデル校（H２７～）
エコ・チャレンジ応援プロジェクト参加校（H２７～）
北陸原子力懇談会最優秀学校賞
秋季理科教育研究大会
環境保全功労者等環境大臣表彰（ＰＴＡ）

県西部小教研国語科研究指定（初年度）
県西部小教研国語科研究指定（２年度）
閉校（令和６年３月３１日）

西条小学校沿革史

昭和22年　高岡市全市昭和22年

昭和47年

昭和57年　創立100周年

昭和53年～55年　増築改築

昭和57年　校区全体

平成元年 平成6年

平成10年  優良PTA文部大臣表彰受賞

平成17～18年　プール改築　竣工式

平成26年　創立140周年

創立140周年記念
学校マスコット
ホワイトポッポちゃん誕生

平成30年
環境保全功労者等環境大臣表彰受賞
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土曜学習推進事業モデル校（H２７～）
エコ・チャレンジ応援プロジェクト参加校（H２７～）
北陸原子力懇談会最優秀学校賞
秋季理科教育研究大会
環境保全功労者等環境大臣表彰（ＰＴＡ）

県西部小教研国語科研究指定（初年度）
県西部小教研国語科研究指定（２年度）
閉校（令和６年３月３１日）

西条小学校沿革史

昭和22年　高岡市全市昭和22年

昭和47年

昭和57年　創立100周年

昭和53年～55年　増築改築

昭和57年　校区全体

平成元年 平成6年

平成10年  優良PTA文部大臣表彰受賞

平成17～18年　プール改築　竣工式

平成26年　創立140周年

創立140周年記念
学校マスコット
ホワイトポッポちゃん誕生

平成30年
環境保全功労者等環境大臣表彰受賞
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校外の風景 校内見取図

ふるさとへの愛着と誇りをもち、
未来を創造する子供の育成

階段

学校教育目標

校舎外観

校舎とグラウンドの間に道路がある珍しいつくり 児童玄関からの風景

校門

伸びる子 二宮金次郎像堀二作翁の像

地下道

9 10

School mapOutside school scenery
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西条小学校  校内メモリアル
階段

児童玄関児童玄関 階 段階 段

職員玄関職員玄関

廊下廊下

教 室教 室

理科室理科室 音楽室音楽室

図書室図書室 和 室和 室

ランチルームランチルーム プレイルームプレイルーム

体育館体育館

11 12

Saijo elementary school Memorial
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児童作品

創立140周年記念で児童がデザインした
学校のマスコット　ホワイトポッポちゃん

地下道へのペイント

旧プールへのペイント

13 14

Children works
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追憶の記録

昭和54年　プレハブ教室を後ろに

昭和63年　さいじょうの輪 平成6年　120周年記念 鼓笛隊

運動会すもう大会

昭和57年　100周年記念 パレード

学校祭

昭和55年　児童式典参加　（6年生のみ参加）昭和55年　新校舎完工記念式

プール清掃 BFC編成式

15 16

Memory record
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歴代校長

稲原　行雄
（昭和47年度~49年度）

白銀　明
（昭和50年度~53年度）

吉田　博盛
（昭和54年度~55年度）

筏井　菊太郎
（昭和56年度~57年度）

早川　敬二
（昭和60年度~61年度）

日尾　清作
（昭和62年度~平成元年度）

江守　千秋
（平成2年度~5年度）

小林　清治
（平成6年度~7年度）

大西　正芳
（平成10年度~11年度）

中田　肇
（平成12年度~14年度）

田中　広光
（平成26年度~28年度）

藤井　秀盛
（平成15年度~17年度）

大門　信吉
（平成29年度~30年度）

野原　一慶
（平成18年度~20年度）

向井　康之
（平成31年度~令和2年度）

水野　友行
（昭和58年度~59年度）

里　幸夫
（平成8年度~9年度）

山崎　俊明
（平成21年度~22年度）

津田　久
（令和3年度~5年度）

長沼　克也
（平成23年度~25年度）

塩崎　重一
（明治23年1月~30年12月）

車　　素
（明治33年5月~37年4月）

舟崎　作次郎
（明治38年4月~明治38年度）

松林　弥八郎
（明治39年度~41年12月）

米森　　茂
（明治41年12月~44年度）

中林　武夫
（明治45年度~大正6年10月）

伊藤　智眼
（大正6年10月~昭和3年度）

大矢　慎一
（昭和4年度~5年度）

大松　文蔵
（昭和6年度~12年8月）

山谷　太作 
（昭和12年8月~16年度）

宮嶋　伊重
（昭和17年度~19年5月）

坂田　義道
（昭和19年6月~21年度）

宇於崎　周三
（昭和22年度）

遊田　董一
（昭和23年度~27年度）

宮崎　恒信
（昭和28年度）

西田　敏信
（昭和29年度~33年度）

島田　喜一郎
（昭和34年度~37年度）

朴木　俊次
（昭和38年度）

柳川　喜作
（昭和39年度~41年度）

田中　信之
（昭和42年度~43年度）

野村　庄一
（昭和44年度~46年度）

18

Past principals
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